
1.28 春の企画「 地域と、ライフワークを育てる 」チャット集 
 
l 世代や場所を超えて、うなずき合える仲間ができたよう！ 
l 半福×半Xを超えた＝ホリスティックなLifeWorkの実践者の⽅々を「ブレイクアウトルーム」では

確認させていただけました！ 
l 向き合う決⼼＝愛の表現＝受容傾聴（裏表を気持ち、思考を全部を⾒る）が素敵です。 
l ⾃らの学びと共⽣共創の場＞福祉が学びの場＝地域は多様性と出会う場の再確認ができました！ 
l 地に⾜のついた「仏さま」「阿弥陀さま」が居ました。笑 
l 内と外の葛藤とも向き合い、脱⽪しつづける中で、新しい出合いや学びから拓れる、“わたし”のダ

イナミックな変化や軽やかさ。 
l 地域＝⼈々、ライフワーク＝⽣き⽅なのだなと思いました。「地域と、ライフワークを育てる」と

は、ひとびととともに⽣きながら、⾃分の⽣き⽅を育てていくということなのかなと思いました。
半福半Xという⾔葉をこの場でひらき、広げていただいてうれしく思いました。 

l 時は動いている。その後を⾒据えた⽅々が動き始めている。 
l 昔の価値観や考え、制度、法律などに縛られた世界や社会から抜け出そうとしてしいる！ 
l 若い世代は、多様性や地⽅創⽣、SGDsなど、初めから広い視点を学んでいる世代だと思います。し

かしその⼀⽅で、昔から歴史を築き上げてきた職⼈さんなどの⽣き⽅にも強烈な憧れを抱いており
ます。地域にそんなライフワークを実践する皆さんが「先⽣」となって、刺激的な学びの時間を共
有していければ、さらに素敵な社会になる気がします。 

l この機会をいただいたことで、あるがまま、そのままで、みんなが繋がれることが感じられる貴重
な機会をありがとうございました。 

l 豊かなときを共に過ごさせていただきました。素晴らしいときを共創しているんですね。 
l 新たな価値が⽔平転換していくようになると期待しています。さらに良い時代になってくるなと思

います。 
l 素敵な時間を共有させて頂き、深い繋がりができてありがたい場になりました。 
l 今回の集いは、まさに"充ち⾜りた⽣"を若い世代から確認させていただくすごい機会となりました。 
l 道のないところに皆で新たな社会を創る。 
l 本来はうらもおもてもないのかな。存在していることの丸ごと。多様ないのちの豊かさや歓びが、

地域や社会・地球も含んだ⾜元から、美しい螺旋を描きながら、荘厳なエコシステムとしてともに
織りなされてゆきますように。 

l ⾃分が若い頃（こども時代）より、精神的に⼤⼈なこどもが増えたような気がします。社会が殻を
割って変化し始めている。 

l 改めて、時代の変化を意識できました。 
l 地域の⽅々と出会う中で、⾃分の経験・やれることを広げていって、その時その時できることをす

ると⾃然にライフワークになっていくかもしれないと思えました。イライラなどが出てきてもどか
しさも感じるけれど、それも成⻑のきっかけのように感じました。 

l 地域とともにライフワークを考えているみなさんが世代を超えてたくさんいて、とても刺激を受け
ました。1⼈の変化が周りの変化につながっていくことを、⼼に留めておきたいなと思いました。 

l これをしたいというかたちがなくても、今⽬の前の⼈やことに向き合っていくことで⾃然にライフ
ワークとなっていくということにきづかせていただきらくになった。 

l 想いが具現化できると確認できました。素敵な⽅々の会に参加でき光栄です。 
l ⾃信を持って⽣きれます。 
l 関係性から⽣まれてくること。枠にはまらない活動で良いのだなと改めて思いました。今⽇の１⽇

が豊かな滋養となって、地域に広がってゆきますように！ありがとうございました。 


